福井県青少年愛護審議会（愛護部会２班）議事録

１　開催日時

　　平成２５年２月２２日（金）午前１０時００分～午後１１時４０分
２　開催場所

　　アオッサ６階　６０１Ｂ研修室
３　出席者

(1)　委員　６人

上田秀徽委員、岩﨑紳二委員、新道忠雄委員、藤尾孝男委員、山口惠子委員

山下善久委員

（欠席　柿本恵理子委員、木村愛子委員、山崎勝憲委員、吉田房子委員）
(2)　幹事　４人

寺尾義裕幹事、鈴木公一幹事、古谷清和幹事（代理）、上野弘幹事（代理）
(3)　事務局　４人

鈴木企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議内容

(1)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の指定に係る報告
　　　　事務局から、１月に有害興行として緊急指定した映画９作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
　　イ　有害図書等の指定に係る報告
　　　　事務局から、１月に有害図書等として緊急指定した１０冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
(2)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、１２月に有害図書等として包括指定したビデオ等７１１作品および１月に有害図書等として包括指定したビデオ等８２２作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

(3)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
　ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書等の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に回覧するとともに事前審査を行った委員による事前審査の補足説明を行ったところ、いずれも優良図書等として推奨することが適当との意見を得た。
　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画８作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１２冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他の報告
(1)　福井県青少年愛護審議会の検討事項(漫画を優良図書として指定すること)について

　　 事務局が作成した、一定の評価を受けている漫画のリストの内容説明をするとともに、漫画の現物を各委員に回覧した。

　　 各委員からは、現代の漫画が優れていることが分かったので、優良図書として推薦があった場合は検討の対象にしてはどうか、現在は漫画を優良図書に推奨している都道府県はないが、全国に先駆けて福井県が推奨していくべきではないか、活字では伝わらない、漫画だから伝わるものも多くあるので、青少年の健全育成のための導入ツールとして積極的に漫画を推奨していくべきではないか、という意見、漫画は青少年の生活にごく自然に取り入れられていくので、あえて愛護審議会が推奨しなくてもよいのではないか、学校では漫画の持ち込みを禁止している場合が多いので教育現場の混乱を招く可能性がある。教育現場との調整が必要ではないかという意見、知事の諮問機関である愛護審議会が漫画を推奨することの重大性をよく考えるべきとの意見が出され、次回の全体会でさらに検討することとした。　　
(2)　優良図書パネル展の実施結果について

　　 秋の読書週間にあわせて１０月１９日から開催された優良図書パネル展の実施結果報告がなされた。

　
